
 新年、明けましておめでとうございます。本年

もよろしくお願いします。 
 とは言え、お節気分もすっかり抜けていること

と思いますが、皆さんどのようにされています

か？この冬は 12 月から雪が降ったり、まれに見

る寒いお正月だったりして体調を崩す方も多い

のではないでしょうか。 
さて、昨年末から予測されていたことですが、

今年はインフルエンザの当たり年のようです。特

効薬の生産がまったく間に合わないとのことで

した。その原因としては、例年より患者数が多い

こと、そして予測されたピークよりも早く感染が

ブレークしたことだそうです。 
日頃体力の

ある方でした

らインフルエ

ンザも「ひどい

風邪」位の認識

でいいのです

が、子供や高齢

者にとっては

死に至る病で

す。すでに老人

ホームで複数の高齢者がなくなったというニ

ュースもありました。恐いですね。 
 ともかく、日頃から健康な肉体を維持していく

ことが最高の予防です。皆さんも気をつけてくだ

さいね。 
  

 
マウスピースの話 

 

最近、健康に関するテレビ番組が多くなりま

した。以前は 5 分くらいの番組を少しやってい

た程度で、視聴率も本当に低かったと思います。

しかし、何と言っても「おもいっきりテレビ」

（NTV 系）の出現は大きく、社会に大きな影

響を与えています。「医者の言うことは信じら

れないが、＜みのもんた＞の言うことは信じ

る」といった社会現象すら生まれました。現在

では、各局ともバラエティー色のある健康番組

を制作し、社会の関心をあおっています。おか

げで、番組で取り上げられた食材はすぐにスー

パーからなくなると言った珍現象も起こって

います。 
 さて、このような番組を通して「噛み合わせ」

についても取り上げることが出てきました。わ

れわれ歯科医師としては大変ありがたいこと

だと思う反面、少しやっかいだなぁと思うこと

もあります。確かに、「噛み合わせ」は重要な

ことなのですが、歯科の中でも、難しい分野で

もあるのです。 
 さて、このような噛み合わせの一つのトピッ

クとして「マウスピース」があります。今回は

マウスピースについてお話していきましょう。 
 「ほしば歯科医院」でもマウスピースは作り

ますが、いろいろな種類のものがあります。軟

らかいもの（ゴム製）、硬いもの（プラスチッ

ク製）、自分で形を変えられるもの、歯型にあ

わせて作るものなどなど。実は、どの形がよい

のか統一した意見がないのが現状です。 
 マウスピースの効用としては、大きく 3 つ挙

げられます。１つは、歯と歯が直接当たらない

ので、噛み合わせが悪くてもその影響を受けな

くなります。噛み合わせは全身の筋肉の調和を

図る上で大変重要な役割があり、腰痛や肩こり、

頭痛の原因にもなります。このようなときに装

着すると、一気に症状が解消することがありま

す。つまり、マウスピースは噛み合わせ修正器

としての効用があるのです。 
 ２つめは、歯ぎ

しりをされている

方にとって自分の

歯を保護する効果

があります。一般

成人の方がグッと

噛みしめたとき、

そ の 力 は 40 ～

60kg と言われて

います。しかし、

歯ぎしりという無

意識の行為では、

なんと100kg以上

の力が出ることがあるのです。これだけの力が

自分の歯に加わると、歯が割れたり、金属が取

れたり、痛みが生じたりします。そこでマウス

ピースを使用すると、歯に加わる力を軽減し、

保護することができるのです。これはスポーツ
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選手にも言えることです。 
 ３つめは、筋力の増進です。実は、マウスピー

スによって体のバランスがよくなると適正な

筋力が発現します。スポーツ選手が使うもう一

つの理由にもなっており、最近ではラグビーや

アメリカンフットボールと言ったコンタクト

スポーツ以外の競技でも使用されるようにな

りました。陸上の短距離や投てき系の選手で成

績が向上した人もいるそうです。 
 このように、万能に見えるマウスピースです

が、いくつか問題もあります。その成果に個人

差があると言うことです。使用直後から調子が

良くなる方もいますが、「うっとうしい」だけ

で何の効果もない人もいます。もう一つ問題な

のは、「入れていると調子良いのだけど外すと

調子悪くなる」というケースです。スポーツな

ど、使用頻度が限られていなければ「依存症」

になってしまうことがあります。マウスピース

を入れておくこと自体に害はないので問題は

ないのですが、「入れていないと不安」といっ

た神経症になってしまうこともあります。また、

使用法を誤ると顎の調子が悪くなることもあ

ります。 
 マウスピースを使用する際は使用法をよく

聞いて利用してみてください。 
  

 

歯がしみる 

 

皆さん歯がしみる経験はないですか？おそら

く多くの方が経験されていることと思います。ま

た、その原因は「むし歯」だと思っている方も多

いのではないでしょうか。しかし、実はそれだけ

ではないのです。そこで、しみる原因について少

し説明しましょう。 

歯がしみる原因は大きく 3 つに分類されます。

1 つは虫歯の初期症状として出現します。これは

間違いありま

せん。早めに治

しましょう。 

もう１つは、

歯ぎしりや噛

み合わせの加

減によって生

じることがあ

ります。強い力

を受けた歯は、

表面から組織

が崩壊していきます。目に見える位のくぼみにな

ることもありますが、初期状態では肉眼的には分

からないレベルの時もあります。このような時、

噛み合わせの調整をしたり、前述したマウスピー

スを装着していくと、テレビコマーシャルでも見

ますが、再石灰化が生じ自己修復していきます。

つまり、原因を除去すれば治ってくるケースもあ

るのです。 

３つめは、歯槽膿漏から来るものです。歯の神

経を抜いてしまい、知覚がなくなっているにもか

かわらず、「歯がしみます」と訴える方がいます。

そういう方の歯ぐきを見ると炎症を起こしてい

たり、多量の歯石がついていたりします。この

ケースではとにかく歯ぐきを清潔にしていくこ

とで治っていきます。 

歯がしみると「むし歯→削られる」というイ

メージが強いとは思いますが、まずは診査を受け

てみてください。 

  

  

ご意見はこちら 

 
ほしば歯科医院へのご意見、ご感想、その他何

でも受け付けております。どのような方法でも結

構ですからお気軽におっしゃってください。 

電話 03-3686-4657 

ﾌｧｯｸｽ 03-3877-7771 

e-mail info@hoshiba.net 

ホームページ 

http://www.hoshiba.net 
 
 

編集後記 

 
皆さん新年の出足はいかがですか。仕事や生活は

平常に戻ったとは思いますが、気候の方が不安定で

すね。インフルエンザとは言わないまでも風邪を引

いたりしている方が多いようです。くれぐれもお気

をつけください。 
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